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本県では、児童生徒の学習状況を把握するため、昭和 47 年度から「学力

水準調査」を、平成７年度からは「学習状況調査」を実施してきました。

また、全国の状況と比較するため、平成 14 年度、平成 16 年度には「教育

課程実施状況調査」を実施しました。 
これらの調査のうち、主に「学習状況調査」と「教育課程実施状況調査」

の結果を再度分析し、学習指導の充実・改善を図るためのポイントを教科

ごとにまとめました。 

各学校でご活用いただき、「確かな学力」を育むための学習指導の充実・

改善にお役立てください。 



 

 －小社 1－

 これまでの調査結果から、今後さらに力を入れて指導していきたいポイントは以

下の通りです。これらのうち、今回は、「基礎的・基本的な知識の定着」と「事実

に基づいて考え、表現する力の育成」について、学習指導プランを作成しました。

「地図の活用」と「統計資料の読み取り」については、平成 17 年度に３回シリー

ズで発行した「栃木の子どもの学力向上を図る授業改善プラン」で取り上げていま

すので、併せてご活用ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

１ 作業的活動を効果的に行い、学習内容を理解させましょう   ・・・ Ｐ２ 

 ２ 「図解」を活用して学習内容の理解を図りましょう      ・・・ Ｐ８ 

（１） 図解する手順を指導する 

（２） 図解した内容を説明させる 

（３） 様々な事象の関連について考えさせる            

（４） 関係する事実をつなぐ「中心の言葉」を見つけさせる  

 

   

 

 

１ 根拠を示しながら自分の考えを表現する活動を充実させましょう・・・Ｐ12 

（１）  考えをまとめたり深めたりするためにノートを活用させる       

（２）  ペアによる対話を位置付け、「書く」「話す」機会を増やす        

（３） 学習問題について、分かったことや考えたことを書かせる       

（４） 自分の考えを表現させ相互評価させる場面を設ける  

 

２ 「聞き合う」「話し合う」機会を生かして考えを深めさせましょう・・・Ｐ19 

（１） 「聞き合う」ことのできる学級を育てる          

（２） 意見を出し合って、考えを深める場面を設ける 

（３） 話し合いの仕方を指導する           

Ⅱ 事実に基づいて考え、表現する力を育てましょう  

Ⅰ 基礎的・基本的な知識を身に付け活用できるよう指導しましょう 

★ 今後さらに力を入れて指導していきたいポイント ★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統計資料の
読み取り 

 

地図の活用

授業改善プラン vol．１ 

(平成 17 年５月発行) 

授業改善プラン vol．２

(平成 17 年９月発行) 

事実に基づい

て考え、表現

する力の育成 

基礎的・基本的

な知識の定着 

本冊子 Ｐ２～11 

本冊子 Ｐ12～21 



 

 －小社 2－

第５学年  内容 
（３） 我が国の国土の自然などの様子について、次のことを
地図その他の資料を活用して調べ、国土の環境が人々の
生活や産業と密接な関連をもっていることを考えるように
する。 
ア 国土の位置，地形や気候の概要，気候条件から見て
特色ある地域の人々の生活 

イ 公害から国民の健康や生活環境を守ることの大切さ 
ウ 国土の保全や水資源の涵養のための森林資源の働き 

 
 
小学校終了段階までに、わが国は 47 の都道府県から構

成されていることを理解し、日本地図上でそれらが分か
るようにすることが大切である。 

２ 各学年にわたる内容の取り扱いと指導上の留意点 
（２） 各学年において、地図や統計資料などを効果的に活用
し、次第にわが国の都道府県の構成について分かるように
すること。 

 

 

 

 

物事を考え、理解するためには知識が必要です。個々の知識が関係付けられるこ

とで理解し、理解されたことが新たに知識として記憶されるわけですから、児童が、

学習を通して知識を獲得し、学習や生活の中で知識を活用できるよう、指導を工夫

していく必要があります。 
 
教育課程実施状況調査の結果では、我が国の国土に関する知識の定着には課題が

みられます。 
 
 
 
 
 
 
 

 

都道府県の位置や名称などの一般常識といわれる知識も含め、各学年の学習内容

を理解することや、獲得した知識や技能などを活用できるようにすることの重要性

をもう一度確認し、授業の中でしっかり指導していきましょう。 

 

◆ 学習内容を確認しましょう  

学習指導要領の「各学年

の内容」には、何を、どの

ような方法で調べ、何を考

えさせたいのかが示されて

います。第５学年を例にと

ると、右の下線部は、調べ

る対象であり、調べること

を通して理解させたい内容

でもあります。 

当該学年の目標、内容を

確認し、単元の学習を通し

て身に付けさせたい基礎・

基本を明確にして、授業に

臨みましょう。 

 
 

Ⅰ 基礎的・基本的な知識を身に付け活用できるよう指導しましょう 

・都道府県の名称と位置に関する問題の通過率･･･46.2%（全国･･･47.7%） 

・日本列島を構成する主な島のうち「北海道」を答える問題の通過率・・・45.2%（全国・・・48.4%） 

・「冬の寒さから暮らしを守る工夫」に合う資料を選ぶ問題の通過率 ・・・67.8%（全国･･･79.5%） 

・国土の位置、地形や気候のようすについて「よく分かった」と回答した児童の割合 ･･･56.3% 

（全国･･･50.1%） 

（「平成 16 年度教育課程実施状況調査」より）

 （「小学校学習指導要領解説 社会編」より抜粋）



 

 －小社 3－

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
社会科の授業では児童に作業させる場面が少なくありません。「書く（描く）」「作

る」「構成する」などの表現を伴う作業的活動を通して得た知識は、聞いて知った

知識よりしっかりと身に付きます。単に「知る」のではなく、知ることを通して発

見や気付きがあり、「分かった」「できた」という実感をもつことができれば、学習

内容の理解も深まるはずです。ただし、学ばせたいことをはっきりさせておかない

と、児童は作業することだけで満足してしまいがちなので、注意が必要です。 
ここでは、作業的活動をいくつか取り上げて、活動のねらいと指導の留意点を示

します。これまでの実践の中で、学習内容の理解や知識の定着に効果があったと思

われるものを確認し、さらに効果的な方法を考えるための参考にしてください。 
 
》☺☺☺☺ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）我が国の国土の構成 

 

 

【作業の手順】 

１ 教科書や地図帳を見ないで、日本の形を描いてみる。 
２ 描いたものを友達と見せ合い、感想や気付いたことを話し合う。 
３ 地図帳で日本の位置と領土、国土を構成する主な島 

（北海道・本州・四国・九州）を確かめる。 
４ 次の手順を参考にしながら、地図を描く練習をする。 
① 地図帳にトレーシングペーパーをのせて 
日本列島の海岸線をなぞる。 

② 大陸の海岸線を描き加える。 
③ 地図を見ながら、日本列島を描く。 
④ 地図を見ないで、日本列島を描く 

５ 描いた略地図に、北海道・本州・四国・ 
九州のほか、日本周辺の海や近隣諸国の 
国名などを地図帳で調べて記入する。 

作業的活動の例 

１ 作業的活動を効果的に行い、学習内容を理解させましょう 

１ 活動のねらいと内容をはっきりさせる。 

どんなねらいで行うのか、気付かせたいことや考えさせたいことは何か、 

何を、どのようにさせるか  など 

２ 前後の学習活動との関係を考慮する。 

３ 作業中の気付きや疑問などを学習に生かす。 

指導のポイント 

海岸線をなぞるのも

結構たいへんだね。

北海道、本州、四国、

九州の大きさや位置

は、これでいいかな。

ア 地図を書き写したり、略地図を描いたりする 

★地図をていねいに見る

ことや、作業を通しての

気付きを大切にする。 

日本列島の略地図を描くことで、我が国の位置や 

国土の構成についての理解を確かなものにする。 

えーと、日本っ
てどんな形だ
ったかな。まず
北海道は・・ 



 

 －小社 4－

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）我が国の農業 

 

 

 

 

 

○ 凡例にしたがって、米の生産量について地図に表す（色を塗り分ける）。 

○ 地図に表してみて分かったことや疑問などを書き込む。 

○ 提示された２月の降水量の図から読み取ったことや考えたことなどを書き込む。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「米の生産量の多い県」と「２月の降水量」を比べて、気付いたことや疑問を 

発表したり、友達と話し合ったりする。 

○ 疑問や詳しく知りたいことについて、地図帳や教科書などを活用して調べる。 

 

 

 

 

 

地域による違いや分布

の様子をみる場合には、地

図帳を活用して、地形や土

地利用などの様子につい

ても調べさせましょう。 

２月の降水量 

 

 

冬の日本海側は
降水量が多い。 

第５学年では、我が国の産業

について学習します。授業では、

地図や統計資料などを活用し、

産業を広い視野で理解できるよ

う指導することが大切です。 
仕事の工夫や努力だけを学習

しただけで済ませてしまうこと

のないよう気を付けましょう。

ウ 絵図や図表、白地図などに、自分が読み取ったことを書き込む 

★学習過程における各自

の考えや着眼点が分か

るようにさせておく。 

イ 指示された地域に色を塗ったり、階層別に色を塗り分けたりする 

★「分布や地域差をとらえやすくす

るために色を塗る」という活動の

ねらいをはっきりさせる。 

米の生産量の多い県に色を塗る作業を通して、米の生産量の地域差に気付かせる。

さらに、降水量に関する資料などから読み取れることと関連付けて、我が国の米

の生産と自然条件との関係について考えさせる。 

資料を見て分か
ったことや疑問
に思ったことを
書きなさい。 

米の生産量の多い県 

 

北陸や東北地方で米の生産
量が多いのはなぜか？ 
気候と何か関係があるのか？

 



 

 －小社 5－

「気候条件からみて特色ある地域の人々の生活」 

○これまで学習してきたことをもとに、 

「十日町市」と「那覇市」の特色を比べよう。 

違い 

比べること 十日町市 那覇市 共通点 

気候条件    

家のつくり    

産業    

歴史や文化    

人
々
の
く
ら
し 人々の願い    

■まとめ： 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）気候条件から見て特色ある地域の人々の生活 

 

 

 

 

○ 十日町市と那覇市の気候や人々の生活について、教科書や資料集などを活用

して調べる。 

○ どのようにすれば、それぞれの地域の特色がとらえやすくなるか話し合う。 

 

○ 十日町市と那覇市を比較する観点を決め、 

調べたことを表に整理する。 

○ 表に整理して分かったことを書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 様々な事実を分類・整理して、比較表を作る 

十日町市と那覇市の気候や人々の生活の様子などについて調べ、表に整理する

ことで、相違点や共通点に気付かせる。 

★比較する観点を設けて、調べたり整理し

たりすると、相違点や共通点が見つけや

すくなることに気付かせる。 

共通点に着目させることで、

「人々が自然環境に適応しながら

生活や産業を営んでいること」が

とらえやすくなります。 

社会的事象は、比較すること

によって違いや特色が一層明確

になってきます。表に整理する

よさを知って、児童自らが観点

を設定し、比較しながら社会的

事象を整理できるよう、指導す

ることが大切です。 

このような観点を設け

て比較しながら表にまと

めることで、十日町市と

那覇市の気候や人々

の生活様子などについ

て、相違点や共通点が

整理できます。 

 比較するための項目

は、空欄にしておき、話

し合いで児童に決めさ

せてもよいでしょう。 

 
 

比較・整理した表を見て、全体と

して何がいえるか、書かせます。 

書いたことを読み合ったり発表し

合ったりして検討する場面を設け、

学習内容についての理解を確かな

ものにすることが大切です。 

表にまとめると、十
日町市と那覇市を比
べることができて、違
いや共通点が分かり
やすくなるわ。 



 

 －小社 6－

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）我が国の食料生産 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 様々な事実の関連を考えて、図に表す 

 食料の輸入が増えた主な理由 

外国の農

産物は値

段が安い 

水産物の

輸入を増

やした 

魚をとる量

が 制 限 さ

れた 

食料の輸入が増える

日本人の食生活の変化 

食料輸入制

限を無くすよ

う求められた 

農産物の

輸入制限

をゆるめた

 

主な食料の輸入量の変化

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

昭
.3
5(
19
60
)
19
65
19
70
19
75
19
80
19
85
19
90
19
95

平
.1
5(
20
03
) 年

千トン

小麦

米

大豆

野菜

果実

肉類

牛乳/乳製品

魚介類

食料の輸入量が
増えた理由につ
いて、図のように
まとめてみたよ。 

○ 我が国の食料消費量の割

合の変化や、食料の輸入量

が増えていることを、統計

資料から読み取る。 

※全体の傾向をとらえると
ともに、変化の大きい項目
や時期に注目させる。 

○ 輸入の割合の高い食料につ
いて、地図帳を活用して、
主な輸入相手国を調べる。 

○ 日本の農業や水産業につい

て学習してきたことをもと

に、食料の輸入量が増えた

理由について調べる。 

○ 食料の輸入量の増加と関係

あると思われることをカー

ドに書き、友達と話し合い

ながら、似ている内容や関

係の深いカードを分類・整

理する。 

○ 整理したカードを参考に

しながら、食料の輸入が

増えた理由について、各

自、図にまとめる。 

○ 国民の食生活を支える農

業や水産業、貿易の役割に

ついて考える。 

★事実の前後関係やつながりが分

かるように表現させる。関連につ

いては、理由や結果、結論として

いえることなどを考えさせる。 

「食料需給表」（農林水産省）より作成 

日本人の食生活
の変化と、食料の
輸入量が増えて
いることは何か関
係があるのかな。 

 わが国の食料消費量の割合の変化

48.3

30 .1

23 .4

3 .7

12

15 .4

4 .8

12 .5

14 .2

10 .9

12 .7

12 .7

3 .8

5 .2

5 .1

28 .7

27 .5

29 .2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

昭和35年度
(１９６０年）

昭和55年度
(１９８０年）

平成１６年度
（２００４年）

米 畜産物 油脂類 小麦 魚介類 その他

食料の中には外国からの輸入しているものがあること、食料の輸入量が増えてい
ることについて調べ、輸入量が増えたことの理由を図にまとめることで、国民の
食生活を支える農業や水産業、貿易の役割について考えさせる。 

 



 

 －小社 7－

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・インタビューの結果を適切な項目を立てて表やグラフにまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表現させる際に指導する観点】 

□ 目的が明確か 

□ 伝えたい相手を意識しているか 

□ 目的に即した内容に絞り込んでいるか 

□ 自分が考えたことや意見を述べているか 

□ 表現の仕方、記述方法を工夫しているか 

カ 調査結果や統計資料などを基に、地図やグラフなどに表す 

キ 調べたことや学習したことを新聞やガイドマップなどにまとめる 

作業を通して 

○ 資料の内容を読み取る 

○ 事実を把握する 

○ 社会的事象の意味を考える 

○ 理解を確かなものにする など 

作業的活動の主なねらい 確認しよう！ 

活動のねらいを 

はっきりさせること

が大切です。 

★事実をできるだけ正確

に、分かりやすく表現

させる。 

★表現したものを見て考

えさせる場面を設け、

特色や全体的な傾向な

どをとらえさせる。 

（例１） 
身近な地域の様子
を調べて、絵地図や
白地図に表す。 

（例３）
学校や地域に
ある防火施設
を調べて、種
類や位置を白
地図に表す。（例２）

買い物調べの結果
を学級全体でまと
めてグラフに表す。 

 

新聞作りでは、文を書き、絵を描き、記事を

レイアウトする構成力も必要になるため、児童

がもっている力が総合的に発揮されるよさがあ

ります。新聞作りをさせる際には、事実をしっ

かり調べ、それを読む人が分かるように表現さ

せることが大切です。社説という形で自分の考

えを書かせたり、コマーシャルやコラムといっ

た欄を設けたりすると、児童が記事として取り

上げた出来事をどのようにとらえているか、知

る手がかりになります。 

★作業にかかる時間と他

の学習活動との関連を

考慮し、単元に位置付

けるなどして計画的に

行えるようにする。 



 

 －小社 8－

 

  

 
「図解」することは、「理解すること」や「考えること」、さらに、「伝えたいこ

とを効果的に表現すること」に役立ちます。図解は思考を伴う作業なので、学習内

容の理解を助け、知識や技能を身に付けることにつながります。特に、社会的事象

の特色や相互の関連を考える際には、表に整理したり図に表したりすることが有効

です。図解することによって、事象間の関係や全体像がはっきりして内容をよく理

解することができるからです。 
これまでに示した作業的活動の中にも、図解という方法を用いたものが含まれて

いますが、学習内容を理解し自分の考えを効果的に表現する方法として積極的に活

用したいものです。また、教師にとっても、単元の構成や教材の内容について理解

し、学習内容を整理したり構造的な板書を工夫したりするなど、指導事項を明確に

して授業に臨むうえで必要な技能といえます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

社会科の目標では、観察や資料活用の能力、社会的事象の特色や相互の関連など

について考えることに加え、「調べたことを表現すること」が重視されています。

これは、表現する過程で、学習内容を再構成し、思考を働かせたり知識や技能を活

用したりすることによって、理解が深まることが期待できるからです。 
しかし、実際に、学習問題について調べさせてみると、教科書や資料などに書い

てある文をそのまま書き写してしまう児童が少なくありません。その理由の一つに、

問題解決に必要な情報を選んで整理する力が身に付いていないことが考えられま

す。そこで、調べるための時間と資料を与えるだけでなく、資料を読み取ったり、

要点や自分の考えを効果的に表現したりする技能が高まるよう、指導を工夫する必

要があります。 
図解するということは、キーワードを把握し、相違点や共通点に気付いて事実の

関連付けができるということです。次のページに、図解する手順の概要を示します

ので、調べたことを整理させたり、自分の考えを表現させたりする際の指導の参考

にしてください。 

２ 「図解」を活用して学習内容の理解を図りましょう 

【図解することの利点】 

○ 学習内容や指導事項が明確になる。 

○ 重要なことや伝えたいことがはっきりする。 

○ 表や図を示しながら、具体的に説明をすることが可能になる。 

○ 学習内容のまとめや発表などを評価する際の視点が明確になる。 

○ 分かりやすい資料の提示、構造的な板書やノート指導につながる。 

（１）図解する手順を指導する 

表現

思考 図解理解
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【図解の手順】 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
・・・・・・・・・・・・。 
・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・。 ・・・・・・ 

【比較・分類表】 

・共通点や相違点を明らか

にする 

 

箇条書きにする 

 
「・・・・・・・の問題点」 

① ・・・・・・・・・・・・ 
   ○・・・・・ 

○・・・・・ 
② ・・・・・・・・・・・・ 

○・・・・・ 
○・・・・・ 

③ ・・・・・・・・・・・・ 
○・・・・・ 
○・・・・ 

【順位表（ランキング表）】 

・項目内容の順番を示す 

 順位  項目 

１位  

２位  

３位  

 
 
 
・・・・・・・・・・・・。 
・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・。 ・・・・・・ 

図に表す 

････について説明してい

る次の文章を読んで、キー

ワードを見つけましょう。 

この段落は、三つの文

から成り立っています。中

心になる文は①②③のど

の文ですか。 

その文の中で、中心に

なる言葉はどれでしょう。そ

の言葉に印をつけましょう。 

 

分類・整理する 

○ 重要な箇所にアンダーラインを引く 

○ カードなどに書き出す 

○他のグループとの関係を考え、線で結ぶ 

○キーワード（中心の言葉）を見つける 

表に整理する 

必要な情報を選ぶ 

 

① 似たものをグループにする 

② グループごとに見出しをつける 

※必要であれば、さらにグループ 

をつくり、階層化する 

 

 

キーワードを把握することや、それらを整理

して関連を見いだすことについては、国語科

の学習と関連を図りましょう。 

 

････について書き出し

たカードを整理しましょう。

同じものや似ている内

容のカードは一緒のグル

ープにします。 

いくつかのグループに

分けることができたら、そ

れぞれのグループに合う

見出しをつけましょう。 
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調べるということを、資料に書かれていることをただ書き写すことと認識してい

ると、意味も分からずに書き写したり寄せ集めたりするだけになってしまいます。

資料の丸写しや調べて発表するだけで終わってしまわないようにするためには、図

解した内容を説明させたり文章で書かせたりする機会を設けるとよいでしょう。自

分の言葉で説明させることによって理解が深まります。 
人に教えられるように説明できるかどうかが理解の状況を知る目安になるので、

調べて分かったことや考えたことを伝え合う場面を授業に位置付けて、友達同士で

質問したり教え合ったりさせるなどして、学習内容についての理解を確かなものに

していきましょう。 

 

 

 

 
比較することで見えてきた違いや共通点、関連がありそうなことや理由、重要と

思われることなど、調べたことを整理してみて分かったことを自分の言葉で表現さ

せるようにしましょう。表や図を友達に見せながら説明させたり、説明の文を書き

加えさせたりするほか、図解した内容を一言で表す題を考えさせるという方法もあ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）米づくりの工夫 

（２）図解した内容を説明させる 

「機械化の進む米づくり」 

 
 
 
 
 
 
 
 

○よい点   

・作業時間や手間が

少なくてすむ 

・たくさん植えたり

耕したりできる 

△問題点   

・機械の値段が高い

 

・機械を使う時期や

回数が少ない 

工夫：共同で、機械を買ったり利用したりする

機械を使うことで、

短い時間で作業でき

るようになり、米づくり

の仕事が楽になって

よかったと思います。 

【説明させること】 

・重要なこと 

・違いや共通点 

・関連がありそうなこと 

        など 

【説明する方法】 

・表や図を見せながら話す 

・説明の文を書き加える 

・図解した内容に「表題」を付ける

             など 

 

図解する目的は、情報を整理し、問題解決に必要なことをはっき

りさせることです。まず、教師が、学習内容についてどのように説明

すれば、児童は理解できるかを具体的に考えましょう。さらに、図解

したことを基にして、板書計画や児童に話す内容をあらかじめメモ

するなどしておくと、授業中の説明や助言が明確になります。 

機械を使って米づくりをするようになったよい点

と問題点を次のようにまとめました。図を見なが

ら、米づくりの工夫について分かったことや考え

たことを友達に説明しましょう。 

何軒かの農家が、共同で

機械を買ったり利用したりで

きるようにするためには、機械

を使いやすいように耕地整備

を進めたり、作業の時期につ

いて話し合ったりする必要が

あるということが分かりました。
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社会科では、社会的事象の意味や働きなどを考えることが重要です。様々な事象

を集めただけでは、「いろいろなものがある」「努力や工夫をしている」という浅い

理解にとどまってしまいます。様々な事象を見つけた後に、それらが見られる理由

について考えさせましょう。「何のために、それがあるのか」、「なぜ、そうしてい

るのか」ということを考えながら、事象を分類・整理することで、事象間の関連が

浮き彫りになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習問題について、いくつかの資料や事実を分析し、それらに共通するものを「中

心の言葉」として表現させることも、社会的事象の意味や働きを考える方法として

有効です。集めた事実をまとめると何がいえるか、学習内容のポイントをどう表現

できるかを考えさせるようにします。 

「つまり・・」「まとめてみると・・・」と要約させたり、「そのわけは・・・」

「そこからいえることは・・・」などの言葉に続けて考えさせたりするとよいでし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係する事実をつないで「中心の言葉」を見つけることは、意味のまとまりを考

えることでもあります。こうした学習を繰り返すことで、事実や意味を統合して考

え、様々な事実の関連や自分とのつながりに気付くようになっていきます。社会科

だけでなく、国語科で段落の見出しを考えたり、理科の実験や観察で規則性や法則

を考えたりするなど、他の教科においても指導しましょう。 

 

（４）関係する事実をつなぐ「中心の言葉」を見つけさせる 

（例） 明治政府の改革 

徴兵令 

富国強兵 

文明開化 

地租改正 
官営工場 

学制 

 

（３）様々な事象の関連について考えさせる 

ある事実を見つけたら、その後に考えたことを書いてみましょう。

例えば、「町には消火栓がたくさんある」という事実を知ったら、「学

校にもあったから○○のためではないか」、「火事が起きたときの消

防車を止める場所と関係があるかもしれない」というように考えてみ

るのです。 

「富国強兵」という中心の言葉を

用いて、明治政府が行った様々な

政策に共通する考え方を示すこと

ができます。そうすると、徴兵令や

地租改正、官営工場の建設などの

諸政策が、富国強兵という当時の

考え方を支える事実としてあったこ

とが理解しやすくなります。 
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社会科は、社会における人間相互の関わりを学ぶ教科です。自分が社会とどのよ

うに関わっているのかを理解し、自分もその一員である社会の維持・向上のために

何ができるのか、何をすればよいのかを自分自身に問い、自分の生き方を考えるこ

とが大切です。 

事実を知ることで学習を終わらせるのではなく、知ったことについて、「自分は

どう考えるのか」「だから、どうするのか」と事実を自分に引き寄せ、現在あるい

は将来について考えさせたいものです。そうすることで、社会生活についての理解

が深まり、生活に役立つ知識として獲得することができます。学んだことを生活に

生かしてこそ社会科を学習する意味があるのではないでしょうか。 

 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
これまでに実施した調査結果をみると、自分の考えを記述する問題での無解答の

割合が高くなっています。また、考えを述べていても、理由が書かれていないもの

や示された資料に基づかない解答が少なくありませんでした。社会的事象について

自分なりの考えを述べ、根拠を示しながら説明できるよう、指導の充実が望まれま

す。「書くこと」や「話し合う」活動を学習過程に効果的に取り入れ、児童の思考

を促すとともに、学習したことや考えたことを表現させる指導を大切にしましょう。 
 
 

 

 

１ 根拠を示しながら自分の考えを表現する活動を充実させましょう 

Ⅱ 事実に基づいて考え、表現する力を育てましょう 

１ 毎時間ノートに自分の考えを簡潔に書かせるなど

日常的な指導を積み重ねていく。 

２ 追究やまとめの段階で、話し合う場面を設け、獲得

した知識や技能を使って調べたり表現したりする

活動を充実させる。 

◆ 「書くこと」や「話し合う」活動を授業に位置付けましょう ◆ 

例えば、「人々の安全を守る工夫」では、消防署や警察署な

どを取り上げて学習します。この単元で理解させたいのは、消防

署や警察などが中心になって関係諸機関が相互に連絡を取り

合いながら緊急に対処する体制をとっていること、そうした関係

諸機関の働きと人々の努力によって地域の安全が守られている

ということです。その理解に立って、地域住民がどのように協力

しているのかを学習し、自分とのつながりや地域の一員としての

自分の役割などを考えさせることが大切です。 
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書くことは、理解をより確かなものにしたり考えを深めたりするのに有効です。

また、自分のノートやワークシートを読み直して学習の過程を振り返ったり、理解

の状況を教師が把握したりすることに役立てることもできるので、教師の説明を聞

き友達の考えにも触れながら自分の考えを深めていくために活用できるよう、ノー

トの使い方を指導しましょう。 

授業では、板書事項を書き写したり教師が指示したことをメモしたりするだけで

はなく、自分の考えを書くことや自分らしいノートになるよう工夫させましょう。

参考になる書き方をしているノートを紹介したり、よい点を指摘したりするなど、

具体的に指導します。 

 

 

 

 

 

 

 

ただし、ノートの使い方にこうしなければならないという決まりがあるわけでは

ありません。自分の考えをまとめたり新しい考えを引き出したりするなど、学習を

進めていくためにノートを活用し、児童自身が使い方を工夫していくことが望まし

いと考えます。ここでは、「ノートに自分の考えを書くこと」を意識させ、自分の

考えをまとめたり深めたりするための活用例を示しますので、参考にしてください。 

 

例えば、右のように、ノートを見開きで使用し、

左側には板書や教科書等の要点を、右側にはそれ

らと関連して自分で調べたことや考えなどをま

とめさせていくという使い方ができます。 

（１）考えをまとめたり深めたりするためにノートを活用させる 

指導のポイント 

○ ノートに自分の考えを書くことを習慣にさせる。 

○ 「自分の考えの足跡」が分かるように書かせる。 

  ・学習中にどのようなことを考えたか 

・なぜそう考えたのか（理由や根拠となる事実） 

○ 「自分の考えを書くこと」、「自分らしいノートづくり」を意識

させる。 

資料や友達から何を学んだか、そのことに

よってどのように考えが深まっていったか、学

習の跡が見えるノートにしていきましょう。 

 

◎自分の考え
 
・疑問 
・予想 
・感想、考え 
・結論 など 

 

○学習内容の 

要点 

・板書 

・重要な言葉 
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月 日 

本時の学習問題    

 

はじめに考えたこと（予想） 

自      友 

 

調べて分かったこと 

 

 

自分の考え（結論・感想） 

 

月 日 

 

     予想(理由) 

     ･････････ 

     ･････････ 

 

 

 

 

また、ノート指導の初期には、例１、例２のような形式を示し、児童の実態に応

じて段階的に指導することも大切です。いつ、どのようなことをノートに書かせる

のかをあらかじめ整理しておくことは、授業のどの場面で、何について考えさせる

のか、話し合いや意見交換の場をどこに組み込むかなど、授業の展開を構想する際

にも役に立ちます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例１）資料の読み取りや１時間の授業におけるノート 

学習問題    月 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※わかったことや考えたこと

を図や文章を用いて、自分

なりにまとめる。 

例２ 

 
月 日 

本時の学習問題    

 

はじめに考えたこと（予想） 

 

調べて分かったこと 

 

 

自分の考え（結論・感想） 

 

 

例１ 

ノートの使い方について段階的に指導する 

②  資料から読み取ったことなど、学習を
進めていく途中で、分かったことや考え

たことを書かせます。 

③  授業の終わりに、学習して分かったこ
とを書かせます。分かったこと（事実）

と自分の考え（解釈）をセットで書くよ

うに指導しましょう。 

ノート指導では、板書の工夫も重
要です。児童の発言や学習内容の
要点を分かりやすく示し、「これだけ
は必ず全員がノートに書くこと」に
ついて、きちんと指示しましょう。 

【ノートに書かせること】

・学習内容の要点 

・重要な言葉 

(キーワード) 

・新しい問題 

初期の段階では
形式を例示し、
次第に自分らし
い表現を工夫さ
せる。 

①  提示された資料や本時の学習問題に
ついて、まず、分かったことや考えた

ことを書かせます。授業では、ここに

書かれたことをもとに話し合い、友達

の意見でよいと思うものを書き加える

などの活動が考えられます。 
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学習問題をどのように追究していくのか、必要な資料は何か、どのように考えた

のかなど、学習の過程が分かるようにノートを書かせることは、追究の手順を身に

付けることにつながります。「問題の把握－予想－追究－まとめ」という学習過程

を意識してノートを書くよう繰り返し指導しましょう。 

 

（例２）数時間にわたる授業におけるノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元名     月 日   

 

 

 

 

調べること・方法  

                
 

 

 

 

 

 

（比べたり、関連付けたりして 

分かったこと） 

         
         

学習のまとめ （結論・感想） 

                
                

 

調べて分かったこと 

アについて    
         
         
イについて    
          

資料イ 

「 」P．

学習問題

資料ア 

資料 
予想（理由） 
        
        

学習過程を意識させてノートをとらせる 

③ 学習問題に対する自分の

予想を書くことで、調べたい

ことが焦点化します。なぜそ

う考えたのか予想の根拠と

なる理由も書かせておくと、

いつでも自分の問題意識を

確認することができます。 
② その時間あるいは単元

で使用する中心資料を貼

らせておくと、その資料

を意識させながら学習を

進めることができます。 

① 単元名だけでなく学習

問題を書くことによって、

これからどんなことにつ

いて学習するのか、学習の

めあてがはっきりします。 

⑤ 資料を貼る、題名やペ

ージをメモするなど、学

習問題について考えるた

めの手がかりになったも

のが分かるようにしてお

くよう指導します。 

⑦ その時間や単元の学習を通して分か

ったことや、学習して考えたことを、自

分なりの結論としてまとめさせます。 

次のような例を示し、根拠とあわせて

自分の考えを述べる際の参考にさせる

とよいでしょう。 

              について、
・私の考えは、・・・・・です。（意見） 
（私は、・・・・・と思います。） 
・なぜなら・・・・・・（理由・根拠） 
・たとえば・・・・・・・・・・（例） 
・だから・・・・・・・・・・（結論） 

（学習問題） 

⑥ できるだけ複数の資料や

方法を用いて調べさせ、それ

ぞれについて分かったこと、

さらに比較・関連付けて分か

ったことを書かせるように

します。文章だけでなく、関

連などを図で表現させても

よいでしょう。 
児童の発達段階やこれま

での学習経験に配慮し、比べ

る観点を助言したり、共通点

や因果関係に着目させたり

するなど、児童の実態に応じ

た指導を行います。 

④ 予想を確かめ、学習問

題の答えを出すために

は、何を、どのように調

べればよいか、学習の見

通しをもたせます。これ

までの学習経験を想起

させたり教科書を参考

にさせたりするとよい

でしょう。 
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その単元で用いた資料やノートの記述などを活用しながら友達と対話し、学習問

題について考えさせる場面を設けましょう。ペアによる対話の場面を授業に組み込

むことで、一人一人の児童が自分の考えを書いたり述べたりする時間を確保し、自

分の考えを言葉や文で表現する経験を積ませることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ ペアによる対話の場面を組み込んだ学習の進め方の例 

 

「飲料水の確保」（第４学年） 

 
第１次 

  飲料水が家庭に届くまでの経路や施設の働きなどを調べて経路図にまとめる。 

 

第２次 

  経路図を活用し、「学習問題：生活に必要な水をいつでも使えるのはなぜか」を考

える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第３次 

・ これまでに使った資料やノートの記述などを参考にしながら、水道水を詰めた

ペットボトルを紹介するキャッチコピーを考え、説明を添えて表現する。 

・ 各自が考えたキャッチコピーを理由とともに発表し、意見交換を行う。 

【学習の進め方】 

① 学習問題について、自分の予想をノートに書く。 

② 友達とペアを組み、互いの予想と理由を説明する。 

③ 一緒に経路図を見ながら、次の内容について確認する。 

ア ダムや浄水場の働き 

イ 人々の協力関係 

④ 学習問題に対する自分なりの結論を図や文章などで表現する。 

「水道の蛇口を開くと、いつでも水が出てくるのは、・・・・・・。」 

「毎日、私たちが安心して水道の水を飲めるのは、・・・・・・・。」 

⑤ 再度、ペアを組み、互いに表現したものを発表し合い、感想や意見を述べ合う。

（２）ペアによる対話を位置付け、「書く」「話す」機会を増やす 

○ 自分の考えを書かせてから、意見交換をさせる。 

○ 書いたものを見せながら説明させる。 

○ 質問したりよさを指摘し合ったりさせる。 

指導のポイント 
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授業の終わりには、分かったことや考えたことを自分の言葉でまとめさせましょ

う。ここでのポイントは、「学習問題について」書かせることです。学習問題に照

らしながら、その授業あるいは単元の学習を振り返り、調べてきた事柄を根拠にし

て考えたことや疑問、自分なりの結論などを書かせることが重要です。児童には、

「分かったことや考えたことを書きましょう。」と言うよりも、「学習問題『・・・』

について、これまで勉強してきたことの中から、特に大事だと思うことや、○○に

伝えたいことを書きましょう。」と指示したほうが焦点化できます。また、重要だ

と思う資料や語句を選ばせ、それを使って要点をまとめさせるのも工夫の一つです。 

◆ 「本時のねらい（学習問題）」を確認しましょう ◆ 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 板書を利用して学習のまとめをしましょう ◆ 

 

 

 

 

学習問題について分かったことや考えたことを書こうに

も、今日の授業で「何を学ぶのか」、「何について考えるの

か」がはっきりしていないのでは、考えようがありません。 

教師が本時の目標を明確にして授業に臨むことはもち

ろんですが、授業のはじめに「本時のねらい（学習問題）」

をはっきり示しているか、それは児童にとって分かりやす

い表現になっているかを確認しましょう。 

（３）学習問題について、分かったことや考えたことを書かせる 

指導のポイント 

○ 本時のねらい（学習問題）を確認させ、「学習問題

について考えたこと（結論、疑問、仮説など）」や、

「特に大事だと思うこと」を書かせる。 

○ 事実と意見を関連させて書くことができるよう、 

板書などで学習内容を整理したり、例を示したり 

する。 

（例）・・という事実について、私は・・・と考える。 

学習問題「・・・・・」に

ついて、自分の考えを

まとめて書きましょう。
特に大事だと思うこと

や伝えたいことを書くよ

うにしましょう。 

学習の筋道や要点が分かるような構造的な板書は、その時間

の学習内容を確認する手がかりになります。授業のまとめでは、

大切なことに印をつけたりキーワードを線でつないだりして、学

習してきた内容を整理しましょう。また、教師が説明するだけでな

く、児童が黒板の前まで出てきて、板書を指差しながら自分の考

えを説明したり、話し合ったりする場面があってもよいでしょう。板

書を効果的に活用して学習内容の理解を図りましょう。 
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   月  日    名前       
１ これまで学習してわかったことを図や

イラストにかいてみよう。 
 
 
 
 
 
 
２ イラストの内容を文章で書いてみよう。

＊あなたが伝えたかったことを言葉で
説明してください。 

 
 
 
 
 
３ 友達とノートを交換しよう。 
＊参考になったことやアドバイスを伝えよう。 

 
４ 意見交換をしてさらに考えたこと 
               
               
               

題（       ） 

              
              
              

【振り返りの観点の例】 

□ 学習のはじめには、どのような問題意識や考えだったか 

□ それらはどのように変わったか 

□ 変わったのは、どのような理由によるものか 

□ 学んだことを今後の学習や生活にどのように生かすことができるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の発問に対して児童が発言して答えるという授業だけでは、児童一人一人の

学習状況をとらえることはできません。しかし、ノートに自分の考えを書かせ、教

師がそれを読むようにすれば、一人一人の理解の状況や考えを知ることが可能にな

ります。また、教師からの評価を返すことによって、児童に振り返りを促したり意

欲を引き出したりして、学習を充実させることも期待できます。 
教師が児童の学習カードやノートにコメントを直接書き入れたり、高学年であれ

ば教師からの評価や助言を自分でメモさせたりすることもできるでしょう。単元の

終わりには、それらの寸評とともに、各自がノートに書いてきたことを手がかりに

して学習を振り返らせ、学習の成果をまとめさせたり感想を書かせたりします。 
 
 
 
 
 

 

 

また、自分のノートを読み直したり友達

と相互評価させたりして、表現の仕方や考

えのよさを学び合えるよう工夫しましょ

う。優れた点を認め合うことは、学習意欲

の向上にもつながります。具体的には、右

のようなワークシートを用意して自分の考

えを表現させ、それらを見せ合いながら伝

えたいことを説明させたり、掲示したもの

を読み、付箋などに感想を書いて貼らせた

りするとよいでしょう。書くことが苦手な

児童には、ヒントカードを用意してそれを

参考にさせるなど具体的な手だてを工夫し

ましょう。 
 

  

 

（４）自分の考えを表現させ相互評価させる場面を設ける 

○ ノートを読み直す時間や友達と意見交換する場を設ける。 

○ 学習過程における気付きや評価をノートに記録させる。 

○ 振り返りの観点などを示し、自己評価や相互評価の参考にさせる。 

○ 表現したものを相互評価させ、表現の仕方や考えのよさに気付かせる。 

指導のポイント

【評価の観点の例】 
□ 学習したことが分かりやすく書かれているか 
□ 自分（本人）の言葉で書いているか 
□ 自分（本人）らしさが表れているか 
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社会科では、社会的事象を比較して、共通点や相違点を発見する力や多面的にみる

力とともに、対立する考えを調整しながら判断する力を育てることが重視されます。 

社会に生きる人々は、様々な問題に立ち向かい、それを解決していくために知恵

を出し合い協働して取り組んでいます。そうした人々の姿を通して社会生活につい

ての理解を深めていく社会科の学習においては、意見を出し合い、

それぞれの社会に生きる人々が協働で問題解決していく過程を

追体験しながら学びを深めていけるようにしたいものです。 

 

 

 

 

話し合いには、「話し手」と「聞き手」が必要です。聞くという行為がなければ

話し合いは成り立たちません。児童にとって学びのある話し合いになるかどうかは、

「聞く力（能力・態度）」が育っているか、聞き合う関係ができているかというこ

とが大きく影響します。 
聞いてくれる友達がいるから話をしたくなるし、「聞きたい」「知りたい」という

思いがあるからこそ学ぶことができるのだと思います。聞くことのできる児童を育

て、「聞き合う」「話し合う」ことのできる学級作りをしていくためには、聞いても

らえる心地よさを経験させることが有効です。「安心して話すことができた」「よく

聞いてもらえた」と実感した児童は、自分もよい聞き手になろうとするでしょう。

国語科や特別活動との関連も図りながら、聞き方や発言の求め方など、話し合いの

基本となる態度や技能についても指導しましょう。 

 

 

 

単元の展開を考えるときには、児童が自分の考えの変容を振り返るとともに、友

達と考えを出し合って考えを深める場面も含めて構想しましょう。調べたことや考

えたことを伝え合う情報交換や、学習問題について話し合う活動をすることによっ

て、自分では考えもしなかったことを聞いたり、自分のそれまでの価値観では解決

できないことに出会ったり、あるいは、複数の事実を知ったりして、より確かな情

報を得ることができます。 

そこから、社会的事象を比較したり関連付けたりして、その意味や働きなどを考

えさせることで、共通する見方や考え方、自分とは違う解釈や価値判断があること

に児童は気付き、より広く、深く考えることができるようになっていきます。また、

じっくり考え合うことによって、自分の考えを確かなものにしていくことが期待で

きます。 

（２）意見を出し合って考えを深めさせる場面を設ける 

２ 「聞き合う」「話し合う」機会を生かして考えを深めさせましょう

（１）「聞き合う」ことのできる学級を育てる 
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充実した話し合いができるようにするためには、いくつか整えておきたい条件が

あります。話し合いに参加する児童が一部に限られたり、教師の意図する答えを探

すことばかりに意識が向いたりしてしまわないよう、次の点に留意して話し合いの

仕方を指導しましょう。 

 

◆ 話し合いの目的を明確にする 

目的意識や必要感をもって参加するのでなければ、実り多い話し合いにはなりま

せん。何のために、何について話し合うのか、児童が理解していることが必要です。

板書や掲示物で示したりノートに書かせたりして、自覚させるようにしましょう。 

少人数のほうが参加者は意見を出しやすいので、ペアやグループによる話し合い

も活用するとよいでしょう。ただし、話し合う目的や内容がはっきりしていないと、

有効な話し合いにはならないので、事前の指示や机間指導を適切に行う必要があり

ます。使う資料や話し合う観点を示し、話し合いの仕方についても指導しましょう。 

 

◆ 話し合いの「核」となるものを用意する 

「今、何について話し合っているのか」が分かるととも

に、発言のきっかけや根拠になるものが必要です。写真、

絵図、グラフ、実物などの具体物を前にして意見を出させ

るようにします。こうした具体物が話し合いの｢核｣になり、

意見が出しやすくなります。 

 

◆ 一人一人に意見をもたせて話し合いに参加させる 

 話し合いに当たっては、それに参加する一人一人が何らかの意見をもっているこ

とが必要です。「自分は、こう考えている」「友達はどう考えているのか比べてみた

い」というように、各自の考えがあってこそ、話し合いが成立します。 

自分なりの考えをもって話し合いに参加させるためには、学習してきたことにつ

いて、重要度やランキングを考えさせるという方法も有効です。 

その際、自分の意見をノートにメモさせたり、意見の根拠となる事実や資料を示

せるよう用意させたりしておくとよいでしょう。 

 

（例） 5 年生の自動車生産の学習で車づくりのキーワードを話し合った後、特に大切だと

思うことを選んで順位付けを行う。 

 

 

 

 

 

 

上位二つを決めるのなら、第１
位は安全性。なんといっても事故
をおこさないことが大切だよ。生
産者にも消費者にも重要なこと
だと思うな。第２位は、・・・ 

これからは「環境」の
ことを考えた自動車づ
くりが大切だと思う。 
だって、・・・ 

資料 

（３）話し合いの仕方を指導する 
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◆ 考えや意見の根拠に着目させる 

異なる意見が出されたときには、どのような根拠に基づいているのかを考えるよ

うにさせます。相手の考えや意見を鵜呑みにせず、「なぜそう考えたのか」「何を根

拠にそう言えるのか」「根拠としている事実は本当か」など、意見を支えている根

拠に着目させることで、見方や考え方の違い、事象間の関連や共通点などがはっき

りしてきます。根拠が明らかになれば、お互いの考えを認めつつ、合意点を見いだ

すことも可能です。批判的に受け止めて納得できるまで考え続けることや、あいま

いな点については相手に質問することを指導しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会科は、社会生活についての理解を基盤に、社会の一員として行動する上で必

要とされる能力や態度を身に付けさせる教科です。学習対象となる社会のできごと

を正しく理解することが学習の出発点であり、確かな事実認識に基づいて考えるこ

とが重要です。日頃から、次のことを意識して指導に当たりましょう。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

その理由は、

まず･･･ 

○ 事実をしっかりと見る、ていねいに見る習慣を身に付けさせる。 

意見は、その根拠との関連において評価されるものです。適切な理由

付けができるかどうかが重要で、意見そのものを否定していては議論に

なりません。例えば、江戸時代の末に日本が開国をした背景を調べてい

く中で、「開国はやむをえないことだった」と考える児童もいれば、「開

国すべきではなかった」という児童もいるはずです。当時の人々の中で

も様々な考え方があり、判断が分かれるのは当然のことと思われます。 
一方的に結論付けるのではなく、それぞれの主張の根拠を示し、それ

ぞれの考えのよさや問題点を検証しながら、新たな考えを創り出してい

こうとする態度を育成していくことが大切です。 

･･･は、･･･だと

思います。 

それは、･･･という

ことかな。 

本当にそういえ

るのかな。 

○ 事実についての意味付けや関係付けをしながら自分の考えをもたせる。

複数の方法、資料で調べ

てみて分かることは何か

ほかの場所、場面、時期、

立場にも共通することか 

比べてみる 

・ それは何か 

・ いつのことか 

・ どこなのか 

・ どのような様子か 

・ なぜなのか 

 

なぜ・・・と考えた

のかな。 



 

平成 18 年度 研究委員会（小学校・社会科） 
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